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　思 えばこ の 5年 間 （す なわち 2 期基研所長 をつ とめた 4 年間とその 後の こ の 1年間）は ， 湯川秀

樹博士 の 遺産 と呪縛の 大きさを痛感させ られ た．

　2003年 4月 に京大 物理教室か ら基礎物理 学研究所に所長 として移 るやい なや ，基研創立 50 周年

記念事業の 準備 を始め ね ばな らなか っ た．こ れ には 同時に，基研 の 「共 同利用 」 ， 研 究部員会議 を

中心 と した運 営体制 ， さらには所員 の 任期制 ， とい っ た ， 基研創立以 来の 基本的体制の 見直 しが含

まれてお り， そ れが大変な作業で あっ た，国立 大学法人化 の 04 年度に向けて，中期 目標 ・中期計

画策定，共同利用研再定義問題，学内 の 諸規定 ・諸体制の 改訂 ・改正 な ど ， 色 々 な仕事が あっ た．

さらに 04 年度か ら本格的に 「滞在型 国際共同研究プ ロ グ ラム 」 開催 の 概算要求の た め の 仕事，そ

の ための 国内外の コ ミュ ニ テ ィ の支援獲得，特に 日本学術会議物理学研究連絡委員会に計画支持 の

対外 声明 を い た だくこ とが，学術会議の 組織替えの 時期 と重 なり大変で あっ た．基研 を従来の 「国

内共同利用研究所」 か ら 「国際共同利用研究所」 へ と発展 させ るた め の こ の 概算要求が通 るまで に

3年を要 した ．

　05 年度 は ， 基研 の 自己 点検お よ び外部評価が あ っ た ．そ れ は ま た，07 年度末 に 時限の 来 る 「非

平衡系物理 学」 分野の恒久化 に向 けて の 作業もか ねて い た ， さらに ， 先に 06年度 を 「湯川 ・朝永

生 誕 百年 記念年 度」 と し て 京大 が
一

連 の 記念 事 業を 実施す る よ う， 佐藤文 隆湯川記 念財 団 理 事 長や

笹尾理 学研 究科長 と ともに京 大総長に働きか けて い たが
， それが 正 式に決定 され ， 05年度に はそ

の 準備が本格的に始ま っ た．中で も
一

番の 事業は 「湯川 ・朝永生誕百年記念展 」 を行 うこ とで あ り，

筑 波大学， 大阪大学に も呼び か け ， 合 同 の 準備委員会 を立 ち上げ，実行準備の 実務作業委員会を定

期的に開催 した．（こ の 準備 を中心 的に進 め られた の は，佐藤文隆，小 沼通 二 ，江沢洋 の 3先生で

あ っ た が ．）こ の 記念展 は 06年 3月 の 国立科学博物館を皮切 りに
， 筑波大 ， 京大 ，阪大 ，で 開催 し，

さらに 07 年度 に広 島，宮崎，九州，北海 道，新潟，金 沢の各 大学を巡 回 した，こ の 巡 回展で もそ

れ ぞ れ の 大学 の 担当者は大変 だ っ た ろ うが
， そ の 話 し合 い と立 ち上 げに 尽 力 し た ．

　 06 年は 12 月に 京大芝 蘭会館 で 開催 した湯川 ・朝永生 誕百 年記念 シ ン ポジ ウム の 組 織がま た大 変

で あっ た．それに先行 し て，05 年 と06年 の 秋に坂東さん を主導者 とした基研研究会 「学問の 系譜」

が 2 回開催 され，その 世話人 もつ とめた．07 年 1 月 23 日 の 京大 の湯川 ・朝永生誕百年記 念式典 ・

記念講演会 も ， 担当部局長 として 講演者 の 招待交渉か ら講演会 の 広報 までや っ た．

　 07 年度 に入 っ てや っ と所長職を解かれた が ， 未だ に労働 の 8 割以上 が湯川関連で あ る．湯川 記

念館改修 の 担当委員 ， 中庭に建設 する交流ホ ール の 寄付調達，プ ロ グ レ ス 誌の 理 事長 と し て の 非常

に多 くの仕事 （例えば，労務 問題，印刷業者選定 の 入札化 の ため の 仕事 ，
プ ロ グ レ ス 誌 の 完全物理

学会 へ の 移行 ， オ
ープ ン ア ク セ ス に か らむ仕事，な どな ど），さらに は ，今悩ま されて い る の だ が，

湯川 ・朝永 生誕 百年記念事業の 遺産 とも言 うべ き　「湯川朝永奨励賞」 の 選考委員長 と実施 の 実質 的

責任者に させ られて い る．また ，
こ の 3−4ヶ 月は，編集者 とな っ て い る．昨年の 10 月か ら 11 月に

かけ て は，湯川 ・朝永生誕百年記念 シ ン ポジ ウ ム の プ ロ シ
ーデ ィ ン グス を編集 し，そ の 後 の

一
ヶ 月

は，青木君の 下請けとして ，こ の 学問の 系譜報告集 の編集作業を した．今現在 も含め，こ の
一

ヶ 月

は，21 世紀 COE 研究拠 点の 最終報告集の編集作業に忙殺 され て い る ．（こ れ だけが湯川 とは必 ず

しも関係が ない仕事．） 湯川 史料室の 資料整理 も科研費 を申請 したが ，それが通れ ば史料室委員長

と して 実作業が始ま るだろ う．また ほぼ一
年後 の 湯川 国際セ ミナ

ー （YKIS ）も組織委員長を仰せ

つ か っ て い る し
， 国広 さん が物理 教室 に移 っ た 後は 滞在型国際共 同研究プ ロ グ ラ ム の 実行委員会委

員長 を務め る こ とにな っ て い る．湯川記念財団 の 常任理 事に もな っ た ．

　 以上色 々 と数 え上 げたが ， 私 の 生活 の ほ と ん どが湯川が らみ で あっ た ，そ し て 基研 と言い ，物理

学 と言い ，プ ロ グ レ ス 誌 と言 い ， 多くの こ とが湯川 の 遺産で あ り， 我々 はそれ を享受して い る．滞
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「基礎物理 学 の 現状 と未来 一学問 の 系譜 ・湯川
・朝永をうけて 一」

在型概算要求が通 っ た の も湯川 の ご威光 と基研 の 歴史が多分 に効い てお り， 先に ， 湯川記念館の 中

庭 の 交流ホ
ー

ル の建設資金 の 寄付 が松下電器か らい た だけ る こ とに なっ た の も，湯川 の おか げで あ

る （湯川 と松下幸之助は親交があっ た ．） しか しそ の 遺産は ， 半世紀を経た今日 ， 必ず し も正 の も

の ばか りとは限 らない こ とも明 らか で ある．

　　「死せ る孔明 ， 生ける仲達を走 らす」 とい う言葉が あるが ， 湯川は，死 して後 4 半世紀 ， 生誕百

年 ，
の 後 の 現在で も， 私を初め ， 物理 学研究者 か ら

一
般人まで，多 くの 人 々 を動か し て い る．「い

つ まで も湯川 ， 湯川 と言 っ て い て はダメです よ」 と色んな と こ ろか ら言われる．湯川を忘れ る の で

は なく，湯川をの り超えて ゆ くべ き時が来て い る訳で ある，本報告集もそ の ため の
一

助になれば と

思 う．

　ph14 湯 川 記 念館 中庭 の 桜 （写真 ： 野叛京子氏 提 供 撮影 日 2007年 3 月 29 日）

〔京 都 新 聞 2007 年 3 月 31 目｝同記 念館 の サ ク ラ は 高 さ十 メ
ー

トル 、幹 周 り 百八 十 セ ン チ、枝 は十 メートル 四方 に 張 っ て

い る。樹 齢 は 推 定 八 十年だが 、明確 な 由緒 は分 か っ て い な か っ た。
　湯川 博士 の 生 誕百年の 今年、か つ て醍 醐 寺の サ クラ の名 木 を残すた め、「ク ロ

ー
ン 桜」 を咲 かせ た住 友林業筑波研 究

所 （茨 城 県 ） が 同 寺 の 依頼 を 受けて 同 記念館 の サ クラ を調査 し た。DNA 解析 した 結果、遺伝 子 の 一
部が一致。同寺境

内 の 清瀧宮本殿 の 南側 にあ るシ ダレ ザク ラ （樹齢 推 定 百年、高 さ十七 メ
ー

トル 〉 と両 親の どち らか の木 が 同 じ で、挿 し

木や 接 ぎ木で なく、種 子 で苗 を繁 殖 させ 育て た木 が移植 され た こ と が 分 か っ た、
　醍醐寺に よる と、国 際理 論物 理学会 議 が湯川記念館な どで 開か れた 1953 年 9月、醍 醐 寺 ・三宝 院を訪 れ た湯川博士

が 会 議開催 の 記念 と し て、当時の 岡 田 戒 玉 門 跡 に シ ダ レ ザ ク ラ の 若木 の 移植 を 申 し入 れ た とい う。湯川 博 士 か ら後 口、
「櫻木 は 誠 に 見 事なもの で、流石 は醍醐 の 櫻 とて、如何 に も高尚優美。今 まで さび し く平 凡 で あ りま した裏庭の 芝地 も、
風流 の 趣をそ え、又 さえざえと見 え て 参 りま した」 とつ づ っ た 礼 状 が 送 られ て い た こ と も分 か っ た。
　湯川記 念館は 六 月 か ら中庭 に大講義室 を建設す る。サク ラを醍 醐 寺に戻 す こ とも同寺 か ら提案 され た が 、巨木 を搬 出
す る 通 路が な く、やむ な くサ クラσ）枝 を伐採 す る こ とに な っ て い る。九 後 太

一
所 長 は 「現 在 も年間二 十 件以上 の 研 究 会

が あ り手狭 に なっ て きた。増 築 は物 理 学 の 発 展、研 究の た め に 必 要 で 、湯川 先 生 も枝を切 る こ とを許 して くだ さる と思
う」 と話 して い る。
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